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食事サービス提供管理委員会　第3回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成27年7月10日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録： 北向　るみ子

【委員】

	櫻田

委員長
	北向

副委員長
	深澤IOO
	平賀IOO
	菅原　AOM
	高成　AOM
	村山　AOM

	○
	○
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務


· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

【

	久保沢
	秋山
	佐藤
	十日市
	古川
	木村
	原
	大塚

	○
	×
	×
	○
	業務
	○
	○
	○


＜連絡事項＞

· 委員会欠席時には、欠席届を必ず提出するようにする。

· 食事発注の際、前の食事の「受け」数も各病棟・フロア・施設で必ず入力するようお願いします。提供数の確認が出来ません。
· 食事発注の際、外泊・外出・食止め等で食事を止める場合には、食数のみではなく発注フォームの備考欄に、必ず食止めする方の名前の記入をして下さい。
· 経管栄養の発注の際、数の発注ではなく、人数の発注となります。また、入力の際には備考欄に使用する濃厚流動食名と使用者名の入力をお願いします。

· 毎月、意見を頂く際に、法人内で人気・不人気メニューを教えていただけるようお願いします。献立内容の見直しにつなげていきます。

· 新入院患者様や食事変更時、副食が常菜で主食が大盛りや軽食、粥食の方がいましたら、カードの提示が必要になります。カードは各病棟での準備となりますので、カード作成し、レストランにくるようにお願いします。

Ⅰ　委託給食に関する意見

	
	意見
	日清での対応
	施設での対応

	東病棟
	・暑い日に冷やし中華が出たのが良かった。（患者様より）

・温冷配膳車の膳に箸がついていないときがあった。

・朝食に数本の毛髪が入っていた。（日は定かでない）
	・チェック漏れが考えられる為、2重チェックとトレーセット時にすぐ箸をセットするようにする。

・入室時のローラー掛けと作業時髪の毛が入っていないかの確認をする。又帽子の被り直しも促していく。
	

	西病棟
	・冷やし中華が嬉しかった。

・箸が相変わらず不足している。

・同じメニューでも患者様の年齢によって意見が分かれる。（若い人はボリュームが足りなく感じる人が多い）

・みそ汁椀が配膳時（よそう時）に汁で汚れ結果、箸も汚れてしまう。
	・紛失した箸が戻ってきていない。

・ボリュームに関しては検討していく。

・丁寧に盛り付けをしていく。
	・引き続き現場にも声をかけていく。

	北病棟
	・麺の提供曜日がもう少しあってもいいのではないか？（患者様にも人気）

・野菜の量に不足感がある。

・時々副菜の準備が間に合わなく患者様が待つことがある。

・魚料理のにおいが気になる。

・味噌汁が薄く味がしない。

・麺類の時汁がすぐ冷めてしまうので、もう少し熱い汁を出してほしい。
	· 施設栄養士と相談致します。

・献立を検討致します。

・人員配置を検討し遅れないように致します。

・調理方法を見直し致します。

・調味料の分量を検討致します。

・施設栄養士と相談致します。
	

	南病棟
	・2階の食事でお粥が熱過ぎる時がある。

・7／4、昼食時、笠石様のミキサー粥が半透明だった。

・患者様が「ごちそうさま」と言っても日清スタッフから返答がなかった。
	・取り出す時間を早めるようにする。

・重湯の割合を見直し致します。

・聞き逃しがないように、周りの状況を見ていく。


	・検食時も注意して見ていく。

	南山2F
	・中華麺の時によく長い麺が入っており、もう少し刻んでもらいたい。

・行事での早出しの際、急遽利用者の変更があったが、快く了解してもらい良かった。

・残食が多い方など、スタッフに教えて下さり、いつも助かっている。
	・盛り付け時に確認していく。


	

	南山苑3Ｆ
	· 時々割れた食器があるので危険なので気を付けて頂きたい。

· 魚料理の臭いが気になります。


	・確認していく。

・調理方法を相談し検討する。


	・病院でもヒビが入った食器が時折見られるので確認を促していく。

	南陽館
	
	
	


《今後の対策と方法（日清医療食品より）》

　　調理や食材の量等に関しては、献立内容や調理法を見直し致します。付け忘れや、異物混入については作業中の確認を徹底致します。
《総括》
全体的にチェック漏れによるミスが多い。今回、意見が挙がった内容についてはより注意して作業を行なって頂くように指導して頂く。また、良い意見が4つ挙がっている為、今後も良い意見が増えていくようにメニュー内容の工夫や患者様・利用者様への対応時の接遇などに注意して欲しい。

Ⅱ委員による検食評価

	
	検食日
	感想

	久保沢
	7/5（昼）
	副食の鶏肉のたれが少し、しょっぱく感じた。金平ごぼうは水っぽかった。量は丁度いいと思います。

	秋山
	7/8（夕）
	揚げ物に添えられてたブロッコリーが水っぽく味がなかった。みそ汁も薄く感じた。

	北向
	7/9(昼)
	ソイの野菜蒸しは白身魚に野菜の煮浸しが掛かっていて、パサパサ感がなくて良かった。きゅうりの漬物が少ないと思った。

	古川
	7/8（昼）
	ブロッコリーの味が薄かった。ピラフの味が薄かった。

	原
	7/7（昼）
	かき揚げはボリュームがあり味も良かったですが、全体的な彩りが悪く残念でした。

	櫻田
	7/3（昼）
	チーズインハンバーグはメニューに変化があってよいと思った。白菜のドレッシング和えは味が薄いように感じた。


Ⅲ　検討事項

南山苑のスプーンについて

現在プラスチックのスプーンを使用しているが、傷が目立ってきており、食事の際口当たりが悪い状態である。

青南病院や三沢の南風苑ではステンレスのスプーンを使用しており、南山苑もステンレスのスプーンにしてはどうかという意見が聞かれている。耐久性があり長く使用できるが、南山苑の利用者様は重度認知症の方が多く、ステンレスと認識できずに強く噛む方が多くいる為、口腔内に傷ができたり、歯が欠けるということが考えられる。又、高齢の方は手の力が弱い為、重たく感じると思われる。その点を考慮した上で、現場スタッフの意見も聞きながらどのようなスプーンが良いのかを検討していく。

Ⅷ　意見箱の意見

沢山の意見が入っていた為、取り入れられるものはメニューに取り入れていく。

Ⅴ　その他の意見

暑くなってきた為、冷たいお茶を出してほしいと病院で意見があった。

→青南病院では明日の朝から冷たいお茶を提供していく。南山苑ではまだ意見が聞かれないためもう少し温かいお茶で様子を見ていく。

≪勉強会≫

病院約束食事箋の把握

青南病院　特別食について

· 減塩食（6ｇ未満）

· 肝臓食（1～4度）1度：急性肝炎初期、極期、黄疸期

　　　　　　　　　　2度：肝硬変代償期（粥食）

　　　　　　　　　　3度：急性肝炎回復期、慢性肝炎

　　　　　　　　　　4度：肝硬変代償期、アルコール性脂肪肝

・胃潰瘍食

・膵臓食

・糖尿病食（15～23単位）

・脂質異常症食（1700kcal、1800kcal）
　※低炭水化物食：糖尿病食Ⅱ（15～20単位）・脂質異常症食Ⅱ（1200～1600kcal）
南山苑　療養食について(療養食加算23単位/日)

・　糖尿病食（15～20単位）

· 腎臓病食Ⅰ早期腎症（PFC比11：25：64）

Ⅱ慢性腎不全（PFC比7：25：68）

Ⅲ人工透析（PFC比12：25：60）

· 脂質異常症食（1600kcal）
· 肝臓食Ⅰ肝炎初期（PFC13：20：67）

Ⅱ肝炎回復期（PFC比15：22.5：62.5）

· 減塩食（6ｇ未満）

＜次回委員会＞

日時：平成27年8月14日（金）　※第2週目金曜日

場所：青南病院2階　会議室　　

時間：15：30～

意見の入力は8月10日（月）までにお願いします。

	C.E.O.
	A.O.M.

	
	


食事サービス提供管理委員会　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成27年7月10日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：14：00～14：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：野呂　理沙

【委員】

	栄養

小滝
	栄養

野呂
	調理

田澤
	調理

田島
	顧問

大鰐
	IOO

小笠原
	南天の郷

稲田
	南風苑

河村
	悠楽の里

茶田平

	○
	○
	○
	公休
	○
	公休
	○
	○
	○


欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

　

＜連絡事項＞

· 委員会欠席時には、栄養野呂まで連絡する。

＜議事内容＞

Ⅰ　食事に関する意見（南天の郷・南風苑より）

《南天の郷》

・お弁当のメニューが好評。可能であれば頻度を増やしてほしい。

　⇒今後も継続して行う。

・利用者様の嗜好に合わせた食事の提供をしてほしい。

　⇒７月に嗜好調査を行い、献立に反映させる。また、意見箱等を設置し、利用者様・入居者様の食べたいものを献立に取り入れることが出来るよう工夫していく。

・誕生日の利用者様に特別メニューの提供はできないか。

　⇒現在は調理員の人員不足により対応できないが、今後、厨房に人員が補充された際に検討していく

（選択メニュー等）。

・繊維の多い食材の残食が多い。

　⇒現在よりも、軟らかくして提供するようにする。

《南風苑》

・島守様より『ご飯が、もう少し軟らかい方がいい。』『味付けが好みではない。』との訴えがある。

　⇒ご飯に関しては、軟らかめの部分を提供する。味付けに関しては詳細に聞きとりをし、出来る範囲内で対応していく。

・高山様が副菜を食べにくそうにしているので、もう少し細かく刻んでほしい。

　⇒細かくきざむように注意していく。

・山内様が食事中むせ込む事が多い。

　⇒現在の食事形態では、むせ込みが強く誤嚥の危険もあるが、本人様は形のあるものを食べたいと訴えている。

　　今後、厨房、南風苑、五福とで、食事形態の検討をしていく。

《悠楽の里》

・特になし。

Ⅱ　前回の問題点について

《南天の郷》

・特になし。

《南風苑》

・魚の頻度が高く、残食が多い。

　⇒特定の人が残しており、嗜好が関係していると考えられる。今後も観察を行っていく。

・副菜の残食が多い。また、全く手を付けてない入居者様もいる。（特にオクラ）

　⇒８月から新メニューを取り入れている。今後については様子を見て、検討していく。

・きざみ食の方（２名）の残食が多い。

　⇒改善。

《悠楽の里》

・特になし。
Ⅲ　検討事項

・特になし

Ⅵ　味彩亭より

・南風スタッフへ：検食をした際には検食簿の記入をお願いします。

・厨房へ連絡をする際はPHS（603）にお願いします。

Ⅶ　食中毒予防

　・食中毒が発生しやすい季節、職員、利用者様の手洗いの徹底をしていく。

　・利用者が購入したもの等を厨房へ返却しないでください。⇒食中毒の危険性があるため。

＜次回委員会＞

日時：平成27年8月14日（金）　　　

場所：LCPみさわ地下階　事務室 

時間：14：00～

